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ツ油の精製技術の革新が進み, コプラ (乾燥 ココナ
ツ果肉)の質や産地を問わなくなったこと,大豆や
落花生などその他の植物油の加工技術が開発された
ことなどによる｡第一次大戦後,わずかに盛 り返 し
たココナツ価格は,以後長期的な低下傾向をたどり
はじめる｡
第 7章では1880-1930年におけるスラヤル島の経
済的変化の過程へ ミクロな視点が向けられている｡
このころ, ココナツ交易を独占する華人仲買人以外
に,小船を繰 り独自のルー トでココナツ交易の隙間
に食い込んでいくローカル商人papalele(下級貴族
や富裕な庶民)の台東が著 しくなった｡ ここでは,
両者の活動を軸に, スラヤル島の交易がコプラ生産
へと特化 して過程が明らかにされている｡
19世紀後半には,島は日用品や食料品の交易をは
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書ぼスラウェシ島本土のブギスに頼るようになってい
た｡島内の利用できる土地すべてにココヤシが植え
られ,あげくには新 しい家を建てる場所さえなくな
ることもあったという｡ マカッサルへ労働力として
移住 し,財を蓄えてスラヤル島へ戻ってくる者が,
1920年代後半には人口の 1割に達 したという｡周辺
の島嘆群へ移住 し,コメや野菜を栽培 し,スラヤル
島へ ｢輸出｣する者もいた｡
沿岸部漁村でもココヤシ栽培に専従する者が増え
た｡スラヤル島民は,その本来の生業が何であるか
にかかわらず, ココヤシ栽培による現金収入に頼る
傾向を加速させていった｡スラヤル社会は,ココナ
ツ交易によってヨーロッパ市場経済に組み込まれて
しまったのである｡ その結果,自律的な経済活動を
失いっつあった｡第8章では,このようなココナツ
への経済的依存傾向が高まるスラヤル島における社
会変容が明らかにされている｡ ココヤシの本数が社
会的地位を計る尺度となり,婚資として社会関係を
形成する場面に重要なものとなった｡Papaleleは,
経済的成功だけでなく,社会的な地位をも獲得 し
た｡一方で,伝統的支配者opuの権威は失墜 した.
第 9章では,世界恐慌によるココナツ交易-の打
撃以降,第二次大戦による日本軍の占領時代を経て
1950年までのスラヤル島内の社会経済的変動が明
らかにされている｡皮肉なことに,ココナツ価格の
暴落を止めることができなかったのは, スラヤル島
にココナツプランテーションがないことであったと
いう｡ オランダにとって直接的な痛手がない以上,
島民を保護する必要はないのだからだという｡ 急激
な社会変化に対応するため,イスラム改革主義の傾
向が強まった地域もみられた｡
終章では,各章の要旨と主張を確認 したうえで,
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秤
結論が述べられている｡スラヤル島は,単にオラン
ダ植民地政府やヨーロッパ市場に対 して従属的で
あったのではない｡｢周辺｣における華人,中継港マ
カッサル,そしてローカル経済圏における活発な活
動が作り出す動態を経験していたのである,という
結論が述べられている｡
本書が著されたことの意義は,次の2点にある｡
ひとつにはヨーロッパ中心の地理的史観あるいは研
究対象地の枠組み設定を問い直すという点, もうひ
とつには ｢周辺｣の地方史叙述の可能性を拓いたと
いう点である｡歴史研究に限らず,東南アジア研究
や地域研究においても,従来的な研究対象地域の枠
組みや区切り方は,所与のものとして踏盤され続け
てきた｡本書は,従来的な研究対象地域の設定の仕
方に,再考を促すヒントを与えたともいえる｡ヨー
ロッパ中心の歴史的視点では, とらえられることの
なかった地域への視座を築いた｡｢周辺｣と ｢中心｣
の研究に終わらず,華人の活躍を視野に入れたこと
も評価される｡ 本書の中では,華人は単に外部から
やってきて仲買人として扱われるのではない｡地方
史におけるアクターのひとりとして,華人仲買人へ
向けるまなざしが,画期的である｡
東南アジア地域の日常生活において, ココナツは
今日でもなお欠かすことのできない食材のひとつで
もある｡市場の一角に積まれたココナツの山を目に
すると,いっのまにか,ココヤシに覆われたスラヤ
ル島の島影が思い浮かんでくる｡本書は,ひじょう
に精微に分析されたココナツの社会経済史である｡
そのうえに,このような余韻を読後に残させるの
は,スラヤル島という場所に対する著者の細やかな
愛着が,描写されているからであろう｡
(演元聡子 ･東南ア研)
